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参議院議員選挙での、ご支援・ご協力に心より感謝申し上げます。 

日本共産党は、「戦争させない、暮らしに希望を」と、平和・憲法・くらし・気象危機打開・ジェンダー平等などの問題に

抜本的な政策を示し、政治の変革を訴えてたたかいました。こうした訴えに期待は高まってきました。 

比例代表選挙では、「６５０万票、得票率１０％以上、５議席確保」を目標に、選挙区では「東京選挙区の絶対確保、大阪・

神奈川・埼玉・京都・愛知などの選挙区議席挑戦、沖縄選挙区で『オール沖縄』の勝利、『野党一本化』の勝利」を目標に戦

いました。 

しかし、結果は、比例代表選挙で 361.8 万票、得票率 6.8％にとどまり、改選議席５議席から３議席に後退するという大

変悔しい・残念なものとなりました。選挙区で東京選挙区において唯一の現有議席を守ることができ、沖縄選挙区でもイハ

候補の議席を守ることができましたが、大阪・神奈川・埼玉・京都・愛知などの選挙区は議席に届きませんでした。 

 

袋井市委員会も比例代表選挙での５議席確保・鈴木ちか選挙区候補の躍進ため奮闘しました。 

袋井市での得票結果は、下表に示す通りです。 

比例代表選挙得票結果 

 ＜参考資料 前回２０１９年参議院議員選挙の得票結果＞ 

  

静岡選挙区選挙の得票結果 

   

 袋井市での得票も、全国の傾向と同様、比例代表選挙で得票を減らす残念な結果でした。 

ここから教訓を導き、次回での勝利のため新たな決意をしています。皆さんのこの選挙でのご感想・ご意見をぜひお寄せ

ください。 

 

改憲許さない・くらし守る、さらなる運動を 

 「改憲勢力」（自民・公明・維新・国民）が、改憲発議に必要な３分の２以上の議席を維持しました。岸田首相は改憲への

取り組みを加速させる姿勢を表明しました。９条を守り、外交力を強めることが必要です。戦前戦後を通じて反戦平和を貫

いてきた党として、改憲阻止のたたかいの先頭に立つ決意です。 

物価高騰から暮らしを守るたたかいは待ったなしです。消費税減税、最低賃金１５００円の引き上げは急務です。 

選挙戦で訴えた政策実現のため、さらなる運動を進めます。ご一緒に力を合わせましょう。 

共産 自民 公明 国民 立憲 社民 維新 幸福 オリーブ 安楽 労働者 ＮＨＫ れいわ 

2333 13015 3352 5340 5018 366 1962 157 130 171 72 672 1365 

 

共産 自民 維新 立憲 公明 国民 参政党 れいわ 

1837 14,554 4377 3845 3318 2860 1894 1661 

 

Ｎ党 社民 ごぼう 幸福 日本第一 新風 くにもり 

985 760 184 121 62 42 35 

 

鈴木ちか 若林洋平 平山佐知子 山崎真之輔 山本貴史 堀川圭輔 舟橋夢人 船川淳志 

2772 12060 10452 5913 4892 477 297 289 

 


